
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 教育活動 

≪教育内容等の充実≫ 

・新しい教養教育カリキュラムの策定【4，6，8】 

（主体的・能動的学修への転換，科目内容の充実（PBL 等），授業運営等の環境整備） 

・地域志向人材育成の推進（ルーブリック，ｅポートフォリオ導入の推進など）【12､13】

・英語教育の充実・強化【5】 

・学部改組等に向けた教育課程の整備【6】 
 
≪教育実施体制等の整備≫ 

・アクティブ・ラーニングに特化した学修環境の整備【20】 

・キャリア教育の充実（キャリア教育科目の開講，企業見学会，キャリア教育の体系化） 

【9､10】

・教育推進機構をはじめとする教育実施・運営体制の整備【4】 

・入学者選抜方法の改善及び入試広報の機能強化【1】 

◆ 学生支援 

・学生への経済的支援の実施（授業料免除，奨学金，ワークスタディ）【28､29】 

・学生の協力による学修相談・支援サービスの推進【24】 

・学生寮の改修・整備【30】 

◆ 国際化の推進 

・学生が安心して海外留学できる環境の整備 

（危機管理に係るガイドラインの作成等）【82】 

・イングリッシュラウンジを活用した英語教育の充実（正課と正課外の連携等）

【83】 

・留学生と日本人学生との混住型国際寮の整備（北溟寮）【84】 

◆ 附属病院 

・患者支援体制の充実を図るための「総合患者支援センター」設置【101】 

・診療体制の充実を図るため「SCU（脳卒中集中治療室）」設置【100】 

・地域の看護職員等を対象とした研修の実施【95】 

◆ 附属学校 

・附属中学校における少人数学級（３３人学級）の教育的効果の検証【105】

◆ 業務運営の改善・効率化 

・学長のリーダーシップの下での戦略的なマネジメント体制の整備・充実 

（戦略本部棟の整備，ＩＲ機能の整備等）【110】 

・平成28 年度開設に向けた人文学部，理工学部及び農学生命科学部の 

改組【112】 

・平成29 年度開設に向けた教職大学院の設置計画案の策定【114】 

・教育研究組織の枠を超えた教員組織の整備（教育研究院（仮称））【113】 

◆ 研究推進 

・短寿命等健康問題に関する研究の推進【44】 

・脳疾患・子どものこころに関する研究の推進【36】 

・食料科学研究所を拠点とした青森県産食料資源の高付加価値化等の研究の推進

【50】 

◆ 戦略的・意欲的な取組等  

・被ばく医療の基礎研究，教育，人材育成，医療体制の整備等の推進 

【7､16，49，86】

・東日本大震災への復興支援等【28､48，49，55】 

◆ 社会との連携・貢献活動 

・地元自治体等との連携による，地域を志向した教育・研究・社会貢献活動の 

推進（COC）【63】 



 

学部等 
収容定員 

変  更  理  由 
平成２６年度 平成２７年度

医学部医学科 ７３４人 ７４６人 

学年進行（12 人増） 

・平成 26 年度：「地域の医師確保対策 2013」に基づく５人増 

・平成 25 年度：「地域の医師確保対策 2012」に基づく２人増 

・平成 22 年度：「経済財政改革の基本方針 2009」に基づく５人増 

附属小学校 ７０５人 ６８４人 
学年進行（21 人減） 

・平成 24 年度：１学級の児童数を 40 人から 33 人に変更 
           （７人×３学級＝21 人の減） 

附属中学校 ６００人 ５６５人 
新規（35 人減） 

・平成 27 年度：１学級の生徒数を 40 人から 33 人に変更 
           （７人×５学級＝35 人の減） 


